
◇北区区ビジョンまちづくり計画　第１次実施計画進捗状況（令和５年度分）◇

◆全体 ◆目指す区のすがた別
成果 事業数 目指す区のすがた 成果 事業数
A:計画を上回る実績があった 14 A:計画を上回る実績があった 5
B:計画通り実施できた 53 B:計画通り実施できた 4
C:計画を達成できなかった 7 C:計画を達成できなかった 2
D:未着手 0 D:未着手　 0
合計 74 小計 11
※再掲は含まず A:計画を上回る実績があった 3

B:計画通り実施できた 18
C:計画を達成できなかった 1
D:未着手 0
小計 22
A:計画を上回る実績があった 4
B:計画通り実施できた 24

C:計画を達成できなかった 4

D:未着手 0

小計 32

A:計画を上回る実績があった 2

B:計画通り実施できた 7

C:計画を達成できなかった

D:未着手 0

小計 9

合計 74

１．「自然の魅力輝くまち」

２．「未来へ続く活力あるまち」

１．「自然の魅力輝くまち」
P1～2 

２．「未来へ続く活力あるまち」
P3～6 

３．「いきいきと心豊かに暮らせるまち」

３．「いきいきと心豊かに暮らせるまち」
P7～13 

４．「安心安全で住みよいまち」
P14～15 

※再掲は含まず

４．「安心安全で住みよいまち」

報告資料１



１．自然の魅力輝くまち

◇北区区ビジョンまちづくり計画　第1次実施計画（令和5年度～令和6年度）◇

Ⅰ．自然の魅力輝くまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

1
水辺の環境保全活動を3カ所
で実施します。

B

水辺の環境保全活動を地
域の団体に委託すること
により、3カ所で実施しまし
た。

水辺の環境保全活動を3
カ所で実施します。

区民生活課

2
福島潟クリーン作戦の参加者
600人とします。

B
福島潟クリーン作戦は、
約600人の参加がありまし
た。

福島潟クリーン作戦の参
加者600人とします。

区民生活課

3 官民協働による植栽等の実施 B

令和5年10月18日に地元
の小学生や住民、関係官
公庁など、約190人が参
加する官民協働による植
栽等を実施しました。

官民協働による植栽等の
実施

建設課

4
海岸林保全活動の参加者を
増やします。
年間参加者数180人以上

A
海岸林保全活動を4回実
施し、延べ209人参加しま
した。

海岸林保全活動の参加
者を増やします。
年間参加者数180人以上

産業振興課

②

工程・数値目標 工程・数値目標

R5 R6

5
ボランティア清掃を年に延べ
130回実施します。

A
ボランティア清掃を151回
実施しました。

ボランティア清掃を年に
延べ130回実施します。

区民生活課

6
新崎、濁川、太夫浜、大瀬柳
の4地区で整備工事を進めま
す。

Ｂ
新崎、濁川、太夫浜、大
瀬柳の4地区で公共下水
道（汚水）を実施しました。

太夫浜地区で公共下水
道（汚水）の整備を進めま
す。

東部下水道
事務所

公共下水道事業（汚水）
生活環境の保全、公衆衛生の向上及び公
共用水域等の水質保全のため下水道（汚
水）整備を進めます。

汚水管渠整備
合併処理浄化槽

番号 事業名 事業概要 事業内容

ボランティア清掃事業
自治会や各種団体で行う清掃活動を支援
し、快適な生活環境づくりを行います。

ボランティア清掃の実施に必
要な器具の貸し出し、清掃後
のごみ処理を行う。

事業概要
R5

評価
R5年度事業実績

R5
評価

R5年度事業実績

事業内容

水辺ふるさとづくり事業
水辺環境の保護に取り組む地域の団体を支
援し、水辺の環境保全活動を実施する。

希少植物の保護、地域向け
の自然観察会や水辺環境の
整備などを実施する。

海辺の森共創の場形成事業

交流人口の拡大につながる取り組みを推進
するため、地元住民や有識者と共に勉強会
を実施するほか、地域による海岸保安林の
保全活動経費の一部を負担します。

海辺の森交流拡大委員会の
開催及び海岸林保全活動支
援

担当課

１．環境保全

潟や森などの自然環境保全

快適な生活環境づくり

「松浜海岸の自然環境保全と地
域の魅力づくり」事業

松浜海岸からの飛砂による近隣住宅地や
ひょうたん池への被害を軽減するため、官民
協働による植栽等を行います。

福島潟環境保全対策推進協議
会主催事業

福島潟の環境保全のために必要な事業や
調査を実施し、潟環境の保全を図ります。

福島潟クリーン作戦及び新芽
呼ぶヨシ焼きを実施する。

地元の小学生や住民、関係
官公庁などが参加する官民
協働による植栽等の実施

番号 事業名

担当課
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１．自然の魅力輝くまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

7
自然保護啓発に関する各種イ
ベントを実施します。
集客　5,000人

A
福島潟自然文化祭実施
来場者数　9,600人

自然保護啓発に関する各
種イベントを実施します。
集客　5,000人

産業振興課

8
小中学校の環境学習の場とし
て活用を進めます。
年間60校

C

小中学校の環境学習の
場を提供。年間市内34
校、市外11校、合計45
校。

小中学校の環境学習の
場として活用を進めま
す。
年間60校

産業振興課

9

福島潟の自然保護及び文化
の伝承に関する各種イベント
を実施します。
ビュー福島潟有料入館者数
40,000人

C

自然写真展、潟の創作作
品展、童画展等各種イベ
ントを実施。
福島潟有料入館者数
30,160人

福島潟の自然保護及び
文化の伝承に関する各種
イベントを実施します。
ビュー福島潟有料入館者
数 40,000人

産業振興課

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

4
海岸林保全活動の参加者を
増やします。
年間参加者数180人以上

A
海岸林保全活動を4回実
施し、延べ209人参加しま
した。

海岸林保全活動の参加
者を増やします。
年間参加者数180人以上

産業振興課

7
自然保護啓発に関する各種イ
ベントを実施します。
集客　5,000人

A
福島潟自然文化祭実施
来場者数　9,600人

自然保護啓発に関する各
種イベントを実施します。
集客　5,000人

産業振興課

8
小中学校の環境学習の場とし
て活用を進めます。
年間60校

C

小中学校の環境学習の
場を提供しました。年間市
内34校、市外11校、合計
45校。

小中学校の環境学習の
場として活用を進めま
す。
年間60校

産業振興課

9

福島潟の自然保護及び文化
の伝承に関する各種イベント
を実施します。
ビュー福島潟有料入館者数
40,000人

C

自然写真展、潟の創作作
品展、童画展等各種イベ
ントを実施。
福島潟有料入館者数
29,859人

福島潟の自然保護及び
文化の伝承に関する各種
イベントを実施します。
ビュー福島潟有料入館者
数 40,000人

産業振興課

10

バスツアー参加者にアンケー
ト調査を実施します。
ツアー満足度　4.0以上（5段
階）

A
バスツアー参加者にアン
ケート調査を実施
ツアー満足度4.4

バスツアー参加者にアン
ケート調査を実施します。
ツアー満足度　4.0以上（5
段階）

産業振興課

11
月４回（又は年40回）以上ＳＮ
Ｓを活用した情報発信を行い
ます。

A
ＳＮＳ（インスタグラム）を
活用した情報発信を実施
年48回

月4回（又は年40回）以上
ＳＮＳを活用した情報発
信を行います。

産業振興課

北区巡りバスツアーの実施
等

担当課

福島潟自然文化祭事業

地域コミュニティ協議会や自然保護団体、環
境と人間のふれあい館、葛塚中学校などと
実行委員会を組織し、水の公園福島潟で自
然保護啓発に関する各種イベントを開催しま
す。

交流人口の拡大

福島潟・学校案内事業
【再掲】

水の駅「ビュー福島潟」のレンジャーが小中
学校の環境学習で福島潟の自然を案内しま
す。（指定管理事業）

福島潟自然案内

地域コミュニティ協議会や自然保護団体、環
境と人間のふれあい館、葛塚中学校などと
実行委員会を組織し、水の公園福島潟で自
然保護啓発に関する各種イベントを開催しま
す。

番号 事業名 事業概要 事業内容

環境教育・自然とのふれあい

福島潟・自然とふれあう企画事
業
【再掲】

より多くの人から、福島潟の自然保護・環境
保全や魅力について理解をいただくため、各
種イベントを企画し市民活動団体等と協力し
実施します（指定管理事業）。

オオヒシクイ観察会
自然系写真展
環境フォーラム　等

潟の楽校
１万本のロウソクアート「雁迎
灯」　等

より多くの人から、福島潟の自然保護・環境
保全や魅力について理解をいただくため、各
種イベントを企画し市民活動団体等と協力し
実施します（指定管理事業）。

オオヒシクイ観察会
自然系写真展
環境フォーラム　等

福島潟・自然とふれあう企画事
業

福島潟自然案内

福島潟自然文化祭事業
【再掲】

事業名 事業概要 事業内容
R5

評価
R5年度事業実績

R5
評価

R5年度事業実績

２．自然環境活用

３．観光交流

担当課

番号

北区情報発信事業
地域の魅力を発信し、観光ＰＲを実施すると
ともに、観光振興に携わる人材を育成しま
す。

区内大学生の観光レポーター
がＳＮＳで情報を発信

潟の楽校
１万本のロウソクアート「雁迎
灯」　等

福島潟・学校案内事業
水の駅「ビュー福島潟」のレンジャーが小中
学校の環境学習で福島潟の自然を案内しま
す。（指定管理事業）

海辺の森共創の場形成事業
【再掲】

交流人口の拡大につながる取り組みを推進
するため、地元住民や有識者と共に勉強会
を実施するほか、地域による海岸保安林の
保全活動経費の一部を負担します。

海辺の森交流拡大委員会の
開催及び海岸林保全活動支
援

観光資源利用促進事業
交流人口拡大のため、観光資源の魅力向上
に努め、新規観光客の開拓とリピーターの
増加を目指します。
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２．未来へ続く活力あるまち

Ⅱ．未来へ続く活力あるまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

12
企業、団体との意見交換を年
間3回以上行います。

B
企業、団体との意見交換を3回
以上実施しました。

企業、団体との意見交換を年
間3回以上行います。

産業振興課

13
工業団体組合への説明会実
施　（3組合）

B
工業団体組合（3組合）へ制度
説明を実施しました。

工業団体組合への説明会実
施　（3組合）

産業振興課

②

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

14

賑わいイベントを実施します。
年間3回
・豊栄地域
・北新潟地域
・その他（民間との共催）

B

以下イベントを実施しました。
・豊栄地域：うまいもん市場
・北新潟地域：こらっせ松浜市
・その他（民間との共催）：キテ・
ミテ・キタ区フードフェスタ

賑わいイベントを実施しま
す。
年間3回
・豊栄地域
・北新潟地域
・その他（民間との共催）

産業振興課

15
空家の解消又は新規店舗の
開設を行います。
1件以上

B

空き店舗を、民間のリノベー
ションにより、交流施設として開
設しました。
1件（葛塚地域）

空家の解消又は新規店舗の
開設を行います。
1件以上

産業振興課

16
商店街と連携した事業を行い
ます。
年4件

B

商店街と連携した事業を実施
（地域を支える商店街支援事
業等）
年4件

商店街と連携した事業を行い
ます。
年4件

産業振興課

４．商工業

工業の振興

商店街活性化推進事業

担当課

担当課

商業の活性化

商店街が多様化する消費者ニーズに
応え、商店街エリアの集客や消費促
進、賑わい創出を図るための取り組み
を支援します。

商店街団体が連携して実施
する活性化事業の支援

番号

中小企業生産性向上・グリー
ン設備投資補助金事業

地域商店街、まちなかの活性化を図る
ため、産学官連携によって生まれる
様々なアイデアを集約し、空き店舗活
用などの取り組みを推進します。

葛塚、松浜地域の空家を活用
するなどして、地域拠点や店
舗開設の支援

事業名 事業概要 事業内容
R5

評価
R5年度事業実績

企業誘致を図るため、新たな工業用地
確保に向けた取組みを推進します。

・企業の立地、拡張意向を把
握するため、企業、団体との
意見交換実施

企業誘致の取り組み

地域商業賑わい創出プロジェ
クト

地域商業活性化、にぎわい創出をテー
マに、地域の商店街や新規顧客の獲
得につながるイベントを地域ごとに開
催します。

主催者となる各実行委員会へ
の事業費の支援

産学官まちなかリノベ事業

中小企業者（製造業等）の生産性の向
上に加え、脱炭素に向けた取り組みを
支援します。

・制度の案内、周知
・申請受付

R5
評価

R5年度事業実績番号 事業名 事業概要 事業内容
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２．未来へ続く活力あるまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

17
各種会議、説明会で事業を周
知・相談、活用を支援します。
採択率　80％以上

A

・ＪＡ会議等で事業説明、周知

採択率　100％
（ﾊｰﾄﾞ29件、ｿﾌﾄ37件）

各種会議、説明会で事業を
周知・相談、活用を支援しま
す。
採択率　80％以上

産業振興課

18
登録申請希望者へ登録申請
支援を行います。
取組支援団体数　2団体

Ｂ

・自然栽培新潟研究会
・ささかみ米産直部会

取組支援団体数　2団体

登録申請希望者へ登録申請
支援を行います。
取組支援団体数　2団体

産業振興課

19
①農畜産物提供件数　5件
②広報、マスメディアを活用し
た販売促進を行います。　3件

Ａ
・農畜産物提供件数　8件
・広報、マスメディア活用　4件

①農畜産物提供件数　5件
②広報、マスメディアを活用し
た販売促進を行います。　3
件

産業振興課

20

①集落等での話し合いを行い
ます。　2回
②地域計画の作成及び推進
の取り組みの相談・支援を行
います。

Ｂ

・大迎地区（塩害対策説明会に
合わせて実施）
・地域計画策定に向けた協議
の場実施

話し合い回数　2回

①集落等での話し合いを行
います。　2回
②地域計画の作成及び推進
の取り組みの相談・支援を行
います。

産業振興課

21

①認定農業者（新規）及び認
定新規就農者（新規）数を確
保、育成します。　10件
②新規就農、就業、法人設立
の相談支援を行います。　5
件

B
・認定農業者（新規）　6件
　認定新規就農者　1件
・新規就農等相談件数　12件

①認定農業者（新規）及び認
定新規就農者（新規）数を確
保、育成します。　10件
②新規就農、就業、法人設立
の相談支援を行います。　5
件

産業振興課

②

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

22
管轄エリアでの大雨災害の
発生を防ぎます。
大雨災害　0件

B 大雨災害0件でした。
管轄エリアでの大雨災害の
発生を防ぎます。
大雨災害　0件

産業振興課

23
区内農用地に対する活動区
域面積を保ちます。
75％以上

B 活動区域面積 78.6%
区内農用地に対する活動区
域面積を保ちます。
75％以上

産業振興課

番号 事業名 事業概要 事業内容 担当課

排水機場維持管理事業

新潟市所有の排水機場について維持
管理を徹底し、非常時の運転体制に万
全を期すことで、地域の大雨災害を防
止します。

施設監視、定期点検、維持補
修の徹底

多面的機能支払交付金事業

農業・農村の有する多面的機能の維
持・発揮を図るため、地域の共同活動
と、地域資源（農地・水路・農道等）の
質的向上を図る活動に対して費用を助
成します。

地域広域活動団体への支援
と活動区域の拡大支援

５．農業

農業の振興

元気な農業応援事業

　農業の持続的発展と効率的で安定し
た力ある農業の担い手育成のため、園
芸作物導入による経営複合化、経営規
模拡大、スマート農業への取り組みな
どを支援します。

○機械・施設等整備支援
（ハード）
○取組推進支援（ソフト）

環境保全型農業の取り組み
推進

農畜産物のブランド力強化・
販路拡大

　北区特産農畜産物の高付加価値化
による「儲かる農業」実現のため、ブラ
ンディング強化、魅力発信に取り組み
ます。

○キテ・ミテ・キタク　トマト販
売促進協議会事業
○「しるきーも」PR事業
○農業振興協議会事業

農地利用集積・集約化の推進

　農業の競争力、体質強化を図り、持
続可能な農業実現のため、地域の中
心的経営体となる担い手への農地集
積・集約化を支援します。

○農地中間管理事業
○地域計画（目標地図）作成・
取組支援

担当課

　農業者の高齢化や後継者不足による
優良農地の荒廃や農業生産力低下を
抑止するため、意欲ある新規就農・就
業者を確保・育成するとともに、農業経
営の組織化を推進・支援します。

○農業経営改善計画（認定農
業者）作成支援
○青年等就農計画（認定新規
就農者）作成支援
○新規就農・就業希望者、法
人化相談支援（関係機関連
携）

農業経営の担い手確保・育成
支援

　消費者へ安全・安心な農産物を安定
供給するため、農産物の付加価値向
上、環境保全型・資源循環型農業への
取り組みを支援します。

番号

○環境保全型農業直接支払
交付金の取組支援
○にいがたエコファーマー登
録申請支援

事業名 事業概要 事業内容
R5

評価
R5年度事業実績

農業基盤の整備保全

R5
評価

R5年度事業実績

4



２．未来へ続く活力あるまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

11
月4回（又は年40回）以上ＳＮ
Ｓを活用した情報発信を行い
ます。

A
ＳＮＳ（インスタグラム）を活用し
た情報発信を実施
年48回

月4回以上ＳＮＳを活用した情
報発信を行います。

産業振興課

15
空家解消又は新規店舗の開
設を行います。
1件以上

B

空き店舗を、民間のリノベー
ションにより、交流施設として開
設
新規店舗数1件（葛塚地域）

空家解消又は新規店舗の開
設を行います。
1件以上

産業振興課

24
区内の小中学校や地域活動
に学生を派遣し、大学と地域
の連携を深めます。

B

学生が区内小中学校の学習支
援や部活動支援、地域のイベ
ント等へ参加し、地域・学校と
の連携を深めました。（派遣人
数延べ493人208回）

事業終了 地域総務課

24

講座の実施（定員数の受講
者確保）。交流会を実施し、
次年度の講座テーマ（解決し
たい地域課題等）を決定しま
す。

地域総務課

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

25

・新潟中央環状道路
　　安全対策の実施
・豊栄駅木崎線
　　道路改良の実施

B

・安全対策として浦木地区交差
点の改良を実施しました。
・豊栄駅木崎線の道路改良工
事を進めました。

・新潟中央環状道路
　　安全対策の実施
・豊栄駅木崎線
　　道路改良の実施

建設課

26 ・舗装修繕延長　1,500ｍ B

・計画的に舗装修繕を行いまし
た。
※7路線　L=1,548ｍ

・舗装修繕延長　1,500ｍ 建設課

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

27
意見交換や協議・調整などの
実施

B

市街化区域編入の候補地に選
定された「豊栄駅北土地区画
整理事業」「島見町地区健康・
スマート学園都市」の関係者等
との協議・調整などを実施しま
した。

意見交換や協議・調整などの
実施

建設課

大学連携「ひと・まち」づくり推
進事業

新潟医療福祉大学の学生が「ひと・ま
ち」づくりパートナーとして地域コミュニ
ティ協議会や学校等で活動することに
より、地域・学校との連携を深め、北区
の活性化につなげます。

新潟医療福祉大学学生を地
域や学校に「ひと・まち」づくり
パートナーとして派遣

担当課

道路整備事業
他区や北区内の拠点を結ぶ、利便性
の高い道路の整備を行います。

・新潟中央環状道路の現道交
通安全対策
・豊栄駅木崎線の整備

道路維持管理事業
日常の生活環境を維持するため、道路
等の維持管理を継続的に行います。

・国・県道及び幹線市道等の
舗装修繕

８．土地利用

計画的な土地利用

番号 事業名 事業概要 事業内容 担当課

土地区画整理等による開発事
業（組合・民間事業など）

既存市街地やその周辺、物流や教育
などの機能を有する地区において、計
画的な土地利用を進めて行きます。

土地区画整理等による開発
事業の関係者などとの意見
交換や協議・調整などの実施

R5
評価

R5年度事業実績

R5
評価

R5年度事業実績

６．大学などとの連携

若者との協働によるまちづくり

番号 事業名 事業概要 事業内容 担当課

北区情報発信事業【再掲】
地域の魅力を発信し、観光ＰＲを実施
するとともに、観光振興に携わる人材
を育成します。

区内大学生の観光レポーター
がＳＮＳで情報を発信

産学官まちなかリノベ事業【再
掲】

地域を支えてきた商店街の衰退やコロ
ナ禍の影響による地域経済の停滞など
の課題を解決するため、産学官連携に
よる取り組みを支援します。

空家を活用したビジネス実践
多世代交流の場設置
関係団体との協議、検討

R5
評価

R5年度事業実績

大学連携「未来のまちづくり」
事業

区民の身近なテーマで継続的に大学、
民間事業者、地域、行政が連携した講
座等を開催することで、地域のつなが
り強化やまちづくりの活性化を図りま
す。

ラグーナスクエアを会場に区
民に向けた身近なテーマの講
座を継続的に開催します。そ
の他随時茶話会を実施し、交
流を深め、つながりをつくる
きっかけとします。

７．道路

道路の整備・維持管理

番号 事業名 事業概要 事業内容

令和6年度から新規事業

5



２．未来へ続く活力あるまち

①
工程・数値目標 工程・数値目標

R5 R6

28
コミュニティ協議会による運営
を実施し、利用者の増加に向
けて連携して取り組みます。

B

利用者の増加に向けて運営団
体(岡方地区コミュニティ委員
会）と連携して取り組みました
が、ガソリン代や人件費の高騰
により運行経費があがり、収支
率は減少傾向となりました。
（令和5年度収支率26.7％）

コミュニティ協議会による運
営を実施し、利用者の増加に
向けて連携して取り組みま
す。

地域総務課

29

地域、都市交通政策課と連携
し、課題解決、利便性の向上
のために必要な運行改定を
行います。

B

令和5年12月に、スクールライ
ナー便の運行改定を行い、
ルート変更や運行便の見直し
等行い、順調に運行していま
す。次年度には、一般運行便
の改定を行います。（令和5年
度平均収支率32.1％）

地域、都市交通政策課と連
携し、利用者数の増加、持続
可能な公共交通となるために
取り組みます。

地域総務課

30
次期北区生活交通改善プラ
ンを策定します。

C

上位計画の策定が遅れたた
め、改定が令和7年4月となりま
した。改定時期の変更、今後の
スケジュール等について検討
会議を開催、委員に説明する
など、改定に向け取り組んでま
いります。

次期北区生活交通改善プラ
ンを策定します。

地域総務課

31

・区バス、住民バスの利用状
況等調査を行います。（毎月）
・区バス運行事業者、住民バ
ス運営組織と意見交換会を
実施します。（2回）
・目的バス運行事業者との情
報共有（運行内容変更時）

B

左記目標のとおり実施しまし
た。運行事業者との意見交換
では、運行経費の高騰につい
て情報共有し、利用料金は据
え置きとしながらも、今後の情
勢を注視していくこととしまし
た。

・区バス、住民バスの利用状
況等調査を行います。（毎月）
・区バス運行事業者、住民バ
ス運営組織と意見交換会を
実施します。（2回）
・目的バス運行事業者との情
報共有（運行内容変更時）

地域総務課

32

・区役所だよりへＰＲ記事掲
載（5回以上）
・緊急交通情報を区役所だよ
り及び区ＨＰ、フェイスブック
等へ掲載
・豊栄駅交通案内表示板入
れ替え1回（運行改正の内容
ほか）
・新崎駅乗り換え案内表示の
維持管理

B
区だより掲載(5回）やHP,駅で
の掲示などを通し、公共交通
の利用促進に取り組みました。

・区役所だよりへＰＲ記事掲
載（5回以上）
・緊急交通情報を区役所だよ
り及び区ＨＰ、フェイスブック
等へ掲載
・豊栄駅交通案内表示板入
れ替え1回（運行改正の内容
ほか）
・新崎駅乗り換え案内表示の
維持管理

地域総務課

33

公共交通を利用しにくい地域
において、利用ニーズを調
査、分析し、各種社会実験の
是非を検討します。

A

太田地区において、令和3年か
ら検討していた高齢者の移動
手段について、福祉施設から
車両を借り受け、買い物支援
事業として試行運行を開始す
ることができました（令和5年10
月）。引き続き本格運行に向け
て、取り組んでいきます。

公共交通を利用しにくい地域
において、利用ニーズを調
査、分析し、各種社会実験の
是非を検討します。

地域総務課

担当課

地域の実情に応じた持続可能な生活
交通を実現するため、北区デマンド交
通の住民バス化を目指します。

コミュニティ協議会によるデマ
ンド交通運営の実施

エリアバス×タク方式による公共交通
の利用ニーズを調査・分析するため、
社会実験による運行を行います。

エリアバス×タク（社会実験）
の運行

地域交通改善事業
(北区生活交通改善プラン）

北区における総合的な公共交通施策
を定め、取り組み状況を確認します。

北区生活交通改善プランの
策定
取り組みの実施

R5
評価

R5年度事業実績

地域交通改善事業
（公共交通利用しにくい地域
対策）

公共交通を利用しにくい地域への対策
を検討します。

公共交通を利用しにくい地域
における、利用ニーズを調
査、分析、各種社会実験の是
非の検討

地域交通改善事業
（デマンド交通住民バス化支
援事業）

地域交通改善事業
（エリアバス×タク住民バス化
支援事業）

地域交通改善事業
(既存公共交通の運行内容関
係）

地域交通改善事業
(既存公共交通広報関係）

現行の住民バス、区バスを生活交通と
してさらに使いやすくするため、運行内
容などについて継続して見直していき
ます。

各運行便の利用状況等の把
握・分析、バス停の維持管理
など
目的バス運行事業者との情
報共有、連携

公共交通を利用しやすくするため、利
用促進のPR広報や交通案内表示など
の見直しを行います。

北区役所だよりへのPR掲載
および交通結節点における交
通案内整備

９．公共交通
公共交通の充実

番号 事業名 事業概要 事業内容

6



３．いきいきと心豊かに暮らせるまち

Ⅲ．いきいきと心豊かに暮らせるまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

34

・検診カレンダーの配布
・健康ミニブックの配布
・生活習慣病予防講座参加者数
（定員の6割）

A

・検診カレンダー全戸配布（4
月）
・健康づくりミニブックや健診受
診勧奨ティッシュを委託医療機
関や薬局に手渡しで配布。
・健康相談会：24回、相談件数
45件
・生活習慣病予防講座参加者
数：63人（公開講座19人、2回
コース36人）定員に対する割
合：73.3%

・検診カレンダーの配布
・健康ミニブックの配布
・生活習慣病予防講座参加
者数（定員の6割）

健康福祉課

35

・受診者数　1,000人
・医師会15班のもの忘れ検診実
施医療機関と検討会実施
・精密検査対象者のフォロー率
100％

B

・受診者数：819人
・精密検査対象者のフォロー
率：100％
・12月に検診実施医療機関・地
域包括支援センターと検討会を
行い、検診後のフォロー状況を
含めた検診の在り方を再確認
し、受診者数の増加に向けた取
り組みを継続しています。また、
令和7月・12月に、医師会15班
に、オンライン会議で検診結果
を報告しました。

・受診者数　1,000人
・医師会15班のもの忘れ検
診実施医療機関と検討会実
施
・精密検査対象者のフォロー
率　100％

健康福祉課

36

・フレイルチェック全生活圏域で
実施（3圏域）
・フレイル予防教室の実施（3圏
域）

A

・フレイルチェックを全生活圏域
で実施（3圏域）
参加者数：168人
・フレイル予防教室を3圏域で実
施。うち2圏域は、コミュニティ協
議会と連携して開催しました。
参加者数：113人

・フレイルチェック全生活圏域
で実施（3圏域）
・フレイル予防教室の実施（3
圏域）

健康福祉課

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

37

支え合いのしくみづくり会議の開
催数
1層　2回
2層（3生活圏域）　6回

C

1層　2回（12月、3月）
2層　5回
　松浜・南浜・濁川圏域
　　2回（10月、2月）
　葛塚・木崎・早通圏域
　　1回（2月）
　長浦・岡方圏域
　　2回（12月、3月）

支え合いのしくみづくり会議
の開催
1層　2回
2層（3生活圏域）　5回

健康福祉課

担当課

担当課

R5
評価

R5年度事業実績

R5
評価

R5年度事業実績

生活習慣病の発症予防・
重症化予防

生活習慣病の早期発見の重要性に
ついて、関係機関と連携し啓発活動
を進めます。
生活習慣病の予防や重症化予防の
ための健康相談や講習会などを実施
します。

・検診カレンダー全戸配布（4
月）
・広報用ポスターや健康づくりミ
ニブックを委託医療機関や薬
局に配布
・健康相談会の実施
・生活習慣病予防講座の実施
（公開講座・地域版）

地域包括ケアシステムの
推進

支え合いのしくみづくり会議（協議体）
で地域の課題や不足するサービスを
検討し、支え合いのしくみづくり推進
員（生活支援コーディネーター）を中
心に住民同士の支援活動を推進しま
す。

支え合いのしくみづくり会議の
開催、研修会や地域の茶の間
を検討している者などの交流会
をとおして事業の周知を図りま
す。

事業概要 事業内容

１０．健康

健康に暮らせる地域づくり

１１．福祉

支え合える地域づくり

フレイル予防事業

北区に住所を有する年度年齢65歳
以上の新潟市国民健康保険加入
者、後期高齢者保険加入者および生
活保護受給者のうち、本検診を希望
する人若しくは本検診を承諾した人
を対象に、区内13医療機関で特定健
診と同時に実施します。精密検査は7
医療機関に協力依頼します。

・北区もの忘れ検診の周知を行
います。
・検診実施医療機関と検討会を
行い、受診状況の報告や受診
者を増やす対策を検討します。
また、北区医師会15班と情報
共有を行います。

番号

番号 事業名 事業概要 事業内容

フレイル（虚弱）を予防し、健康寿命
延伸を目的に、フレイルチェックと各
種健康教室を実施します。

・フレイルチェックへの協力（地
域包括ケア推進課）
・コミュニティ協議会などと連携
し、フレイル予防教室を開催し
ます。

北区もの忘れ検診

事業名

7



３．いきいきと心豊かに暮らせるまち

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

38 3団体 C
2団体
令和5年度から、1団体が補助
金を利用しなくなりました。

3団体（継続2団体、新規1団
体）

健康福祉課

39 9団体 B
前年度からの継続7団体に加え
て、新たに2団体が事業を開始
しました。

9団体 健康福祉課

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

40

・支援検討会を月2回実施（豊栄
地域月1回、北地域月1回）
・要支援の妊婦に対するフォロー
率　100％
・要保護児童対策協議会研修の
開催（年1回）
・子ども家庭総合支援拠点職員
の小・中・園へのアウトリーチ（年
96回）

C

・特定妊婦支援検討会を月2回
実施(豊栄地域月1回、北地域月1
回）。
・要支援の妊婦に対し電話等で
支援しフォロー率100％
・要保護児童対策協議会研修
の実施（1回）
・子ども家庭総合支援拠点職員
の小・中・園へのアウトリーチ
（年35回）※相談員の急な欠員
による

・支援検討会を月2回実施
（豊栄地域月1回、北地域月1
回）
・要支援の妊婦に対するフォ
ロー率 100％
・要保護児童対策協議会研
修の開催（年1回）
・子ども家庭総合支援拠点職
員の小・中・園へのアウトリー
チ（年92回）

健康福祉課

41

・ＮＰ講座、BP講座の開催
・パパ向け子育て支援講座開催
・多胎児向けの交流会の実施
・地域団体への子育て支援講座
の講師派遣 B

・ＮＰ講座（1会期6組12名）、BP
講座（4会期30組60名）の実施
・パパ向け子育て支援講座の実
施（3回73名）
・多胎児向けの交流会の実施
（毎月）
・地域団体への子育て支援講
座の講師派遣（3回）

・ＮＰ講座、BP講座の開催
・パパ向け子育て支援講座
開催
・多胎児向けの交流会の実
施
・地域団体への子育て支援
講座の講師派遣

健康福祉課

R5
評価

R5年度事業実績

R5
評価

R5年度事業実績 担当課

妊娠期からの切れ目のない子育て支
援体制を構築します。

自治会等が運営する地域の集会所
や公民館、空き家等を利用した子ど
もや高齢者、障がい者等だれもが気
軽に集まることのできる通いの場の
運営を支援します。

生活支援コーディネーターと連
携し、事業の周知を図るととも
に、新たに取り組む団体を支援
します。

生活支援コーディネーターと連
携し、事業の周知を図るととも
に、新たに取り組む団体を支援
します。

１２．子育て

子育て支援の環境づくり

番号 事業名 事業概要 事業内容

住民主体の支援（訪問型
サービスＢ型）事業

地域住民等のボランティア団体が行
うゴミ出しや買い物、電球交換、ペッ
トの世話、雪かき、庭の手入れ等、日
常のちょっとした困りごとに対する活
動を支援します。

北区子育て応援事業

子育て講座や事業等を実施すること
で、参加した保護者同士や地域の方
が、支え合って子育てができる環境
をつくります。

・ＮＰ講座・BP講座・パパ向け
子育て支援講座、多胎児向け
の交流会の実施。地域団体へ
の子育て支援講座の講師派遣
を行います。

妊娠・子育てほっとス
テーション事業

・特定妊婦支援検討会を月2回
実施します。
・要支援妊婦に対し、マタニティ
ナビゲーターや保健師が支援
を行います。
・要支援児童及び要保護児童
等並びに特定妊婦等への支援
を行います。

常設型地域の茶の間運
営事業

番号 事業名 事業概要 事業内容 担当課

8



３．いきいきと心豊かに暮らせるまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

42

コミュニティ・スクールの推進のた
め、CS相談員として、学校訪問を
通して情報を共有し、相談、助言
等の支援を実施します。

B

コミュニティ・スクールの推進の
ため、CS相談員として、学校訪
問を通して情報を共有し、相
談、助言等の支援を実施しまし
た。

コミュニティ・スクールの推進
のため、CS相談員として、学
校訪問を通して情報を共有
し、相談、助言等の支援を実
施します。

北区教育支
援センター

43

学校訪問及び研修会等を実施す
ることにより、地域教育コーディ
ネーターの資質向上及び学校と
地域のネットワークづくりを支援し
ます。
「活動を通して、学校と地域の結
びつきが深まっていると感じる」
地域団体90％以上

B

区内小中学校への訪問及び研
修会を実施し、地域教育コー
ディネーターの資質向上及び地
域のネットワークづくりを支援し
ました。
学校訪問：小11校、中8校
研修会：令和5年7月27日（小）、
10月6日（中）、令和6年2月13日
（全）
「活動を通して、学校と地域の
結びつきが深まっていると感じ
る」地域団体96％

学校訪問及び研修会等を実
施することにより、地域教育
コーディネーターの資質向上
及び学校と地域のネットワー
クづくりを支援します。
「活動を通して、学校と地域
の結びつきが深まっていると
感じる」地域団体90％以上

北区教育支
援センター

44

自治協議会委員と教育委員との
意見交換、懇談の場として、北区
教育ミーティングを開催します。
参加者満足度70％以上

B

令和6年2月22日に、「新潟市の
中学生のための地域クラブ活
動」をテーマに、北区教育ミー
ティングを開催しました。
参加者満足度71％

自治協議会委員と教育委員
との意見交換、懇談の場とし
て、北区教育ミーティングを
開催します。
参加者満足度80％以上

北区教育支
援センター

45

地域団体等と共に地域絆事業や
有情のまちの中学生ガイド養成
講座を開催し地域課題の解決に
取り組む人材を育成します。
ご近所だんぎなどを年10回定期
的に開催し、顔のみえる関係づく
りを進めます。

Ｂ

地域団体等と共に地域絆事業
や有情のまちの中学生ガイド養
成講座を開催しました。
ご近所だんぎを年11回定期的
に開催し、顔のみえる関係づく
りを進めました。

地域団体等と共に地域絆事
業や有情のまちの中学生ガ
イド養成講座を開催し地域課
題の解決に取り組む人材を
育成します。
ご近所だんぎなどを年10回
定期的に開催し、顔のみえる
関係づくりを進めます。

豊栄地区公
民館

46
北区全体で家庭教育学級の開催
（乳児期年3回、幼児期年2回、児
童期年1回）

Ｂ

北区全体で乳児期（4回）・幼児
期（2回）・児童期（1回）の家庭
教育学級を実施しました。

北区全体で家庭教育学級の
開催（乳児期、幼児期、児童
期）

豊栄地区公
民館

47

（豊栄地区公民館）サタデイキッ
ズ（年3回）、子ども土曜公民館
（陶芸・茶道各1講座）、チャレン
ジキッズ（年1回）
（北地区公民館）
一休さん（年2回）、ジュニアワン
ダーランド（年2回）

Ｂ

サタデイキッズは3回、子ども土
曜公民館は陶芸教室と茶道2教
室、チャレンジキッズを1回開催
しました。
一休さんを1回（2回計画のうち、
1回が参加希望少数のため中
止）、ジュニアワンダーランドを2
回実施しました。

（豊栄地区公民館）サタデイ
キッズ、子ども土曜公民館
（陶芸・茶道各1講座）、チャ
レンジキッズ
（北地区公民館）
一休さん（年2回）、ジュニア
ワンダーランド（年2回）

豊栄地区公
民館

R5
評価

R5年度事業実績番号 事業名 事業概要 事業内容 担当課

区教育ミーティングの開
催

教育ミーティングを開催し、全市的な
教育情報の周知を図るとともに、地
域の教育課題の把握に努めます。

北区教育ミーティングの開催

コミュニティ・スクール推
進事業

学校運営協議会を設置し、保護者、
地域、学校が一体となって子どもの
成長を支える体制を築き、「これから
の社会をたくましく生き抜く力の育成」
を目指した学校づくりを進めます。

コミュニティ・スクールの推進の
ため、ＣＳ相談員として、学校訪
問を通して情報を共有し、相
談、助言等の支援を実施

地域と学校パートナー
シップ事業

地域コミュニティ活動活
性化を支援する事業

地域課題学習を実施するために、
地域団体等と連携しながら地域課題
の解決を支援するとともに、地域活
動を担う人材を育成します。

地域絆事業やご近所だんぎ、
有情のまちの中学生ガイド養
成講座の開催

青少年の生きる力を育む
事業

土日や長期休みの期間を中心に家
庭ではできない自然体験活動・集団
活動事業を実施します。また、子ども
たちが自由に過ごすことができるよう
に公民館の一室またはスペースを子
どもの居場所として開放します。

子ども向け体験活動、青少年
の居場所づくり、ボランティアス
タッフの研修・交流

１３．教育

地域とともにある学びの場

家庭の教育力の向上を
支援する事業

子どもの成長期に合わせて、子育て
に関する知識や情報、親としてのか
かわりなど必要な家庭教育事業を実
施します。また、子育て中の親に家
庭教育の知識や情報を提供するとと
もに、子育てに不安を抱えている親
同士の仲間づくりを進めます。

家庭教育学級（乳児期・幼児
期・児童期）の開催

学校と地域を結ぶ地域教育コーディ
ネーターを配置し以下の取組を行い
ます。
①学校、社会教育施設、地域活動を
結ぶネットワークづくり
②学校の教育活動、課外活動におけ
る地域人材の参画と協働
③学校における地域の学びの拠点
づくり
④学校の教育活動の様子を地域に
発信

地域教育コーディネーターの資
質向上及び学校と地域のネット
ワークづくりを支援するため、
学校訪問及び研修会を実施

9



３．いきいきと心豊かに暮らせるまち

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

48
ユースセミナー、女性セミナー、
市民大学講座などの学習機会を
提供

Ｂ
ユースセミナー、女性セミナー、
市民大学講座などの学習機会
を提供しました。

ユースセミナー、女性セミ
ナー、市民大学講座などの
学習機会を提供。

豊栄地区公
民館

24
区内の小中学校や地域活動に学
生を派遣し、大学と地域の連携を
深めます。

B

学生が区内小中学校の学習支
援や部活動支援、地域のイベン
ト等へ参加し、地域・学校との
連携を深めました。（派遣人数
延べ493人208回）

事業終了 地域総務課

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

49

北区文化会館の管理運営，文化
活動支援（北区フィルハーモニー
管弦楽団・北区少年少女合唱
団・北区ジュニア吹奏楽団活動
支援）を行います。
年間利用人数　78,000人

A

文化会館の文化活動支援を積
極的に行うとともに、文化会館
を活用した外部事業に協力
年間利用人数　　95,333人

北区文化会館の管理運営，
文化活動支援（北区フィル
ハーモニー管弦楽団・北区少
年少女合唱団・北区ジュニア
吹奏楽団活動支援）を行いま
す。
年間利用人数　78,000人

産業振興課

50

市民劇・北区うたの祭典・北区
フィルハーモニー管弦楽団定期
演奏会・北区少年少女合唱団育
成支援を行います。
各種鑑賞事業等の実施 計12事
業

A

市民劇・北区うたの祭典のほか
各種鑑賞事業を開催

計29事業実施

市民劇・北区うたの祭典・北
区フィルハーモニー管弦楽団
定期演奏会・北区少年少女
合唱団育成支援を行いま
す。
各種鑑賞事業等の実施 計
12事業

産業振興課

51

スポーツレクリエーション、体験
会、競技別大会、ニュースポーツ
交流戦開催、北区元旦歩こう会
を開催します。
参加者数　2,600人以上

C

スポーツレクリエーション体験
会、エンジョイスポーツin北区お
よび令和6年元日歩こう会の開
催
【参加者数】2,482人

スポーツレクリエーション、体
験会、競技別大会、ニュース
ポーツ交流戦開催、北区元
旦歩こう会を開催します。
参加者数　2,600人以上

産業振興課

52
年1回豊栄地区公民館を会場に
北区展を実施

Ｂ
第17回北区展を実施しました。
（出品数96点、来館者数785人）

年1回豊栄地区公民館を会
場に北区展を実施

豊栄地区公
民館

53
公民館利用団体と共に春季・秋
季に公民館まつりを実施

Ｂ

春の公民館まつりを移転後の
公民館で初開催し、秋の公民館
まつりは体験広場を事前申し込
み制にして開催しました。（延べ
参加者数：春418人秋693人）

公民館利用団体と共に公民
館まつりを実施

豊栄地区公
民館

番号 事業名 事業概要 事業内容

事業名 事業概要 事業内容

１４．文化・スポーツ

文化・芸術・スポーツ活動の活性化

番号

R5
評価

R5
評価

R5年度事業実績

北区文化会館事業
（文化活動支援）

子どもから高齢者までのあらゆる世
代に対し、質の高い多様な文化事業
に触れる機会を広く提供するととも
に、文化会館を中心とし、文化活動を
行う市民の支援を積極的に行いま
す。

作品募集・展示・審査・選評・表
彰・鑑賞など

北区展

北区展を開催し、美術の創作活動を
行う人に作品発表の場を提供すると
ともに区民に身近な作品鑑賞の場を
提供します。

スポーツの振興事業

各スポーツ団体や総合型地域スポー
ツクラブの活動を支援し、区民が気
軽にスポーツ活動に参加できる機会
の充実を図ります。

総合型地域スポーツクラブを中
心とした各種スポーツ活動支援
北区で活動するスポーツ団体
の大会の同時期開催
区民が気軽に親しめるスポー
ツイベント・体験会等の開催
北区元旦歩こう会の開催

北区文化会館事業
（事業実施支援）

地域住民を主体とした文化活動の創
造・発信・集積の場として地域に開か
れる場となるとともに、文化を通して
まちの活性化も含めた賑わいを創出
できる事業を行います。

市民劇・北区うたの祭典・北区
フィルハーモニー管弦楽団定
期演奏会・北区少年少女合唱
団育成支援

公民館まつり

現代的課題を探り、解決
を支援する事業

青年期から高齢期までの各世代の
課題やニーズに応じた様々な事業を
展開し、市民の自発的な学習活動を
支援します。また、より豊かな市民生
活に資するため、市民の高度で専門
的な学習要求に応え、市民大学講座
などの学習機会を提供します。

ユースセミナー、女性セミナー、
市民大学講座など

大学連携「ひと・まち」づく
り推進事業【再掲】

新潟医療福祉大学の学生が「ひと・
まち」づくりパートナーとして地域コ
ミュニティ協議会や学校等で活動す
ることにより、地域・学校との連携を
深め、北区の活性化につなげます。

新潟医療福祉大学学生を地域
や学校に「ひと・まち」づくり
パートナーとして派遣

担当課

北区文化会館管理運営
市民文化活動支援

R5年度事業実績 担当課

公民館まつりを開催し、市民に文化
活動の発表の場と鑑賞の場・体験学
習の場を提供し、学びの輪を広げま
す。

体験学習・作品展示・発表など

10



３．いきいきと心豊かに暮らせるまち

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

54
展示情報の発信
美術企画展を年2回開催

Ｂ

美術企画展を2回実施し、1,236
人が鑑賞し、ワークショップに23
人が参加しました。また、区民
ギャラリーでは壁面展示スペー
スを6団体、市民交流スペース
を4団体が利用しました。

展示情報の発信
美術企画展を年1回開催

豊栄地区公
民館

55
年1回、北区文化会館、参加団体
との協働で音楽祭を開催

Ｂ

感染症対策施のため従来指定
としていた座席を、全席自由席
として開催しました。（参加者・
観覧者延べ652人）

年1回、北区文化会館、参加
団体との協働で音楽祭を開
催

豊栄地区公
民館

56

・「むかしの道具コーナー」の設置
による学校対応の場としての利
用
・一般の地域学習の場としての利
用
・市民ボランティア活動等の利用

B

・常設展示により市民への地域
の歴史、文化の理解向上を図り
ました。
・「むかしの道具コーナー」を設
置するなどして学校対応を行い
ました。
・市民ボランティアの活動により
市民理解の向上を図りました。

・常設展示による市民への地
域の歴史、文化の理解向上
・「むかしの道具」を活用した
小学生へのふるさと学習実
施
・市民ボランティアの活動

北区郷土博
物館

57

・常設展拡大企画展「昭和のくら
し展」-着るたのしみ、装うたしな
み展-（令和5年1月4日～5月7
日）
・所蔵作品公開企画展「美術のな
かの自然展2」（令和5年7月22日
～8月27日）
・第1回新潟市北区こども作品展
（令和5年9月16日～10月9日）
・美術企画展「没後1年　西村満
展－北のまなざし－」（仮称）（令
和5年11月18日～12月17日）
・常設展拡大コーナー「葛塚縞
展」（令和6年1月4～5月6日）
・企画展併設「むかしの道具コー
ナー」（令和6年1月4日～3月上
旬）

B

・予定の企画展を予定どおり開
催しました。
・むかしの道具コーナーを令和6
年1月4日～2月29日まで設置し
小学生の見学対応に活用しま
した。

・企画展の開催
・第2回新潟市北区こども作
品展の開催

北区郷土博
物館

58

・文化財説明板等の修繕
・歴史講座
・企画展関連講座
・夏休み体験教室
・郷土芸能発表会等

B

予定の文化財等説明板の修
繕、歴史講座、夏休み体験教
室、郷土芸能発表会を開催しま
した。

・文化財等説明板の維持管
理
・博物館講座の開催
・夏休み体験教室開催
・郷土芸能の公演実施

北区郷土博
物館

R5
評価

番号 事業名 事業概要 事業内容

北区音楽祭

北区の音楽文化振興のために、北区
文化会館、参加団体との共催によ
り、市民による音楽の発表の場と区
民にとって身近な音楽鑑賞の場を提
供します。

コーラス、楽器演奏など

企画展事業

常設展では、言い尽くせない部分や
さらに深く取り組むテーマについて、
調査・研究等学芸活動の蓄積を背景
に企画展を実施します。

・企画展の開催ほか

歴史・文化遺産の保存と
活用事業

当館に収蔵された歴史・民俗資料や
文化財など、資料を適正に管理・保
存しつつ、調査・研究するとともに、そ
の成果をふるさと学習の教材や企画
展示、講演会・講座等の実施を通し
て活用を図ります。

・歴史・民俗資料などの収蔵品
等の整理・保管・記録及び展示
等の実施

常設展のテーマ「阿賀北の大地と
人々のくらし」を充実させ、より多くの
市民が地域の歴史や文化を知ること
ができるとともに、北区の魅力を再発
見できるよう事業を実施します。

R5年度事業実績 担当課

地域再発見事業

創作活動の成果を発表
する場の提供

創作活動を行う人に作品発表の場を
提供するとともに区民に身近な鑑賞
の場を提供します。

展示室事業ほか

・小学生対象（3・4年生）のふる
さと学習の場としての利用
・一般の地域学習の場としての
利用
・市民ボランティアの養成講座
等の実施

11



３．いきいきと心豊かに暮らせるまち

59

・北区郷土博物館展示ホールの
改装等（看板・パネル・展示台・照
明等）
・葛塚縞コーナーによる実演等
・郷土芸能発表会の実施等

B
・展示ホールの照明の改修、展
示台の増設を行いました。

・北区文化会館において郷土
芸能の公演会を開催
・新潟ふるさと村において葛
塚縞の実演

北区郷土博
物館

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

60
コミ協へ運営助成金による支援
を行います（10コミ協）。

B
コミ協へ運営助成金による支援
を行いました（10コミ協）。

コミ協へ運営助成金による支
援を行います（10コミ協）。

地域総務課

61
コミ協及び自治会等へ地域活動
補助金による活動支援を行いま
す（100事業）。

B
コミ協及び自治会等へ地域活
動補助金による活動支援を行
いました（102事業）。

コミ協及び自治会等へ地域
活動補助金による活動支援
を行います（100事業）。

地域総務課

62
次年度の事業展開のため、地域
課題の調査・研究等を行います。

B

各部会において、区ビジョンで
挙げられている課題から調査研
究のテーマを決定し、研修、視
察等行いました。その取り組み
を参考に、次年度の事業内容を
決定しました。

提案事業の実施支援 地域総務課

63

区自治協議会開催（12回）
区委員研修会実施（1回）
広報紙及び区だより掲載（4回）

B

本会議は、令和5年8月、令和6
年1月は議題がなかったため休
会となりましたが、その他は滞り
なく開催しました。研修会は、東
区自治協議会との意見交換会
を実施し、新たな試みとして委
員からも好評でした。広報は、
広報紙2回発行、区だよりに2回
掲載しました。

区自治協議会開催（12回）
区委員研修会実施（1回）
広報紙及び区だより掲載（4
回）

地域総務課

区民との協働推進

区自治協議会提案事業
地域課題の解決や地域活性化を図
るため、区自治協議会が自ら事業を
企画運営します。

部会ごとに、各分野の地域課
題を洗い出し、課題解決に向け
て事業を実施します。

担当課
R5

評価
R5年度事業実績

区自治協議会運営事業

区自治協議会全体会、部会を開催
し、区民と行政が協働で、北区のまち
づくりや地域の課題解決に取り組み
ます。

区自治協議会の開催
部会の開催
区自治協議会委員研修会の実
施
広報紙及び区だよりに取組内
容掲載

番号 事業名 事業概要 事業内容

地域コミュニティ活性化
事業(運営助成）

地域コミュニティ活動を支援するため
に情報提供や人材育成・財政に関す
る支援を行います。

コミュニティ協議会の活動費及
び運営費の補助として、世帯数
に応じて70万円～110万円を補
助します。補助率10/10

地域コミュニティ活性化
事業（活動補助）

地域コミュニティ活動を支援するため
に情報提供や人材育成・財政に関す
る支援を行います。

地域活動補助金（活動補助）を
活動種別に応じて交付します。
A型：年度内に複数日実施され
る重点事業（補助率10/10）
B型：コミ協が発行する広報誌
（補助率3/4）
C型：重点事業以外で複数日実
施される事業等（補助率1/2）
上限額：コミ協・自治会　20万
円、その他団体　10万円

１５．協働

地域魅力発信事業

北区の歴史・文化・伝統を広く市民に
発信するため、北区郷土博物館の常
設展示や常設展示拡大コーナーであ
る「葛塚縞コーナー」等を市民にわか
りやすく伝えるため、改装します。合
わせて、手織機の体験や実演、また
新潟市指定無形民俗文化財である
神楽や獅子舞、盆踊りなどの郷土芸
能を中心に、多くの方々に見てもらう
場を設定し、北区の魅力を再発見す
る機会とします。

・展示ホールの充実
・葛塚縞手織機の展示・実演
・郷土芸能等北区の魅力発信

12



３．いきいきと心豊かに暮らせるまち

64
男女共同参画を促進する事業を
企画・実施します（年1回）。

B

令和6年3月10日に啓発促進を
図る事業を実施し、募集人数の
2倍以上の募集がありました。
当日は、後半に男女共同参画
に関する話題を多様な世代で
話し合いました。今後は区だよ
りに本講座内容を掲載し、さら
なる啓発を図ります。

男女共同参画を促進する事
業を企画・実施します（年１
回）。

地域総務課

65

令和5年・令和6年度のテーマに
沿って公募を行い、事業主体を
選定、補助金を交付し、地域の振
興に貢献する事業を支援します。

B

令和5年・令和6年度のテーマに
沿って公募を行い、事業主体を
選定、令和5年度実施事業者に
は補助金を交付しました。令和
6年度事業実施者には、4月以
降補助金交付申請を受け、地
域振興に貢献するよう支援して
いきます。

・令和5年度に選定した事業
主体に対し、継続補助が決
定した際は引き続き支援を行
います。
・令和6年度選定者に、補助
金を交付し、地域の振興に貢
献する事業を支援します。

地域総務課

男女共同参画地域推進
員企画事業

男女共同参画地域推進員が企画す
る事業を実施し、更なるPRに努めま
す。

北区男女共同参画地域推進
員、関係者等と事業内容につ
いて検討し、事業を実施

まちづくりパートナーシッ
プ事業

市の課題に対し、多様な主体から広
く創意と工夫を活かした柔軟な発想
による事業提案を募集し、課題解決
に寄与する取組を支援するとともに、
自主運営で持続的に地域の振興に
貢献する、次代の地域づくりの担い
手を発掘します。

行政が設定したテーマ（課題）
に沿った事業にかかる経費を
補助金として負担し、持続的に
地域振興に貢献する事業を支
援します。
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４．安心安全で住みよいまち

Ⅳ．安心安全で住みよいまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

66
安全パトロールを年に9回
実施します。

B

東港セーフティネット
ワークによる安全パト
ロールを9回実施しまし
た。

安全パトロールを年に9
回実施します。

区民生活課

67
防犯啓発活動を年に20回
以上実施します。

B
防犯啓発活動を21回実
施しました。

防犯啓発活動を年に20
回以上実施します。

区民生活課

②

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

68
交通安全啓発活動を年に
30回以上実施します。

B
交通安全啓発活動を31
回実施しました。

交通安全啓発活動を年
に30回以上実施しま
す。

区民生活課

69
交通安全教室を年に40回
以上実施します。

A
交通安全教室を62回実
施しました。

交通安全教室を年に60
回以上実施します。

区民生活課

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

70
防災講習会などの活動を支
援します。（35回以上）

A
防災講習会などの活動
を47回支援しました。

防災講習会などの活動
を支援します。（35回以
上）

地域総務課

71
対象自治会に避難行動要
支援者名簿を提供します。

B
年2回対象となる全自治
会へ避難行動要支援者
名簿を提供しました。

対象自治会に避難行動
要支援者名簿を提供し
ます。

地域総務課

72
新たな避難所運営組織を立
ち上げます。（2避難所）

B
新たな避難所運営組織
を3避難所で立ち上げま
した。

新たな避難所運営組織
を立ち上げます。（2避
難所）

地域総務課
全避難所での運営体制構築を目指
し、新たな避難所運営組織の立ち上
げを支援します。

地域の防災リスクや避難行動のあり
方などを学ぶ講習会を地域の防災
士と連携し開催します。

防災士と連携し、自主防災組
織などの防災講習会開催を
支援します。

対象となる要支援者がいる自
治会に避難行動要支援者名
簿を提供します。

地域の自主防災力の強化
（防災講習会関係）

１６．防犯・交通安全

防犯対策

番号 事業名 事業概要 事業内容

事業名

8地区別にモデルとなる新た
な避難所運営組織の立ち上
げに向けた支援

地域の自主防災力の強化
（避難行動要支援者関係）

災害時に支援が必要な要支援者の
情報提供を行います。

事業概要

「高めよう互近助力」地域でつく
る避難生活運営体制事業

担当課

地域や警察と連携して、交通安全啓
発活動を実施します。

交通安全教室の実施
交通安全教室を実施し、交通事故の
防止に努めます。

交通安全指導員を中心に保
育園や小学校などで交通安
全教室を行う。

R5
評価

R5年度事業実績

交通安全の推進

番号 事業名 事業概要 事業内容 担当課

東港セーフティネットワークによる国
際化の進展に対応した地域づくりを
推進します。

東港セーフティネットワークに
よるパトロールを行う。

担当課
R5

評価
R5年度事業実績

R5
評価

R5年度事業実績

地域防犯活動の推進
地域や警察と連携して、防犯啓発活
動を実施します。

防犯啓発活動及び防犯パト
ロールを行う。

犯罪のない安心・安全なまちづく
り

交通安全の啓発

事業内容

交通安全街頭指導や交通指
導所を設置し、啓発活動を行
う。

１７．防災

災害時に助け合える地域づくり

番号
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４．安心安全で住みよいまち

①

工程・数値目標 工程・数値目標
R5 R6

73
福島潟周辺整備促進協議
会への参加
新潟県への要望書提出

B

総会は予定通り行わ
れ、福島潟周辺の整備
促進に係る要望書は提
出しました。

福島潟周辺整備促進
協議会への参加
新潟県への要望書提
出

建設課

74
松浜地区で雨水調整池の
整備工事を実施し、自助対
策への支援を進めます。

Ｂ

松浜地区で雨水調整池
の整備工事を実施し、自
助対策への支援を進め
ました。

松浜地区で雨水調整池
の整備工事を実施し、
自助対策への支援を進
めます。

東部下水道事務
所

番号 事業名 事業概要 事業内容

福島潟周辺河川改修事業（新潟
県事業）

市街地や農地の浸水対策として、福
島潟やその周辺において実施する
新潟県の河川改修事業などを促進
します。

福島潟周辺整備促進協議会
への参加
新潟県への要望書提出

公共下水道事業（雨水）

近年の都市化の進展や局所的な豪
雨による市街地の冠水地区などに
雨水対策施設の整備を進めると共
に、市民の自助対策への支援制度
など総合的な浸水対策を進めます。

雨水施設整備
雨水流出抑制施設助成
駐車場かさ上げ工事助成
防水板設置工事助成

雨に強いまちづくり

担当課
R5

評価
R5年度事業実績

１８．浸水対策
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